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中国語における「点儿 (dianr)」とそれが共起する語との相関関係 
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0. はじめに 
 本稿では、普通話における “点儿 (尐し)” の現れ方と、その同一文中に出現する語との共
起について論じる。 
“点儿” は、量詞の中でも特殊な性格を示す。数量や程度、名詞を修飾する際は名量詞と
なるが、動詞や形容詞に後続すると、名量詞も程度を表すことになる。この現象はやや複雑
で、動詞および形容詞の語彙的特徴と密接に関係している。 
本稿では、まず初めに “点儿” の概説を行い、次に句中での使用状況をコーパスを用いて
分析し、最後に他の語や語句との関連性をみていく。同時に、“点儿” の使用における制約
がどのようなものであるのかを考えていく。 
 
1. 先行研究 
 
表 1: 先行研究のまとめ 
唐先容・加藤久雄 (2003)  
・ “有点儿” 類と共起する形容詞の性質の関与 
“有点儿” が多く使用される根拠は構文上の制約にあり、性質形容詞が述語になる場合、
必ずしも程度副詞の役割を果たすとは限らない。 
大島吉郎 (2004)  
・ 対話文中における “有点儿” の機能を研究 (実用例と共起状況を調査)  
動詞との共起は、心理活動・思考・判断・身体部位の動作・身体部位の状態の意味を意
味するものが多くみられる。 
卢涛 (2005)  
・ 副詞全般に関する誤用例と、それに対する正確な用法 
依頼の語気を示したい場合、通常の疑問句に点儿を挿入する。“一点儿” は 量を表す副
詞であり、基本的に述語の後に置かれる。また、マイナスの状態、あるいは状態の程度を
表す際は、“有点儿” を用いる。“有点儿” は述語の前に置かれ、限定された程度を修飾す
る。 
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謝平 (2007)  
・ 日本語の「ちょっと」と中国語の “有点” における用法・共起制限を分析 
“有点” は動作動詞と共起できない。中性的・マイナスの意味を持つ性質形容詞・心理動
詞との共起のほか、一部の動詞と状態形容詞とも共起。モダリティを表す場合、「勧誘・要
求」を表せない。为観性の強い「願望・意思」「判断・評価」を表す場合、高い程度を表す
ことも可能。 
 
表 2: 先行研究における “点儿” の分類 
不定量詞 黎锦熙、刘世儒 (1959) / 房玉清 (1992) / 卢福波 (1996)、刘月华 (2001)  
部分量詞 赵元任 (1979)  
疑量詞 郭绍虞 (1979) / 何杰 (2000)  
名量詞・程度量詞 刘叔新 (2002)  
 
表 2 に示すように、先行研究には見解に違いがあり、「不定量詞」と「その他の量詞」
の二つに大きく分かれていると分かる。本稿では共起の出現結果から、どのような基準
に基づいて下位分類ができるのかを考える。 
 
2. コーパス資料による調査 
2.1. 調査方法 
 「中日対訳コーパス (試用版)」CD-ROM (2001.6) (北京日本学研究センター) という小説
コーパス資料に基づいて、共起する語や語句、および、出現頻度を調査する。コーパスを
構成する小説 (19 作品) の一覧については稿末に示した。まず、Em editor でコーパスを読
み込み、“点儿” にマーカーをつける。次に、マーカーがついた原文を Microsoft Excel に各
文一行ずつに振り分ける。その後、“点儿” の前後関係が見やすくなるよう、“点儿” を縦
列で揃える。共起する語や語句をみるために、同一文中に共起する語や語句の品詞を右端
に入力する。最後に共起する語や語句を品詞順に並べ替えて、その頻度を計算する。 
 
2.2. 調査対象 
本稿で扱う “点儿” の諸表現には、接尾辞 “―儿 (er)” がつくものとそうでないものが
ある。相原茂 (2002) によると、「“―儿 (er)” は接尾辞であり、単語につく発音変化を “儿
化 (er2 hua4)” 日本語では “r化” という。北方方言を土台にした共通語に見られ、とくに
北京方言では顕著である。“r 化” のニュアンスと品詞区別機能に関しては、名詞について
語気を和らげる働きをもつ。また、品詞を区別する機能を持ち、为に動詞を名詞化する。」
とある。 
本稿では、発音変化に関する詳細や語気を和らげる働きに関する詳細は、研究と直接の
関わりがないため言及しない。本稿で現れる “r化” は、为に口語において用いられる意味
を持たない接尾辞とみなし、重複した表現は手作業で調査対象から外した。 
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2.3. 調査結果 
  “点儿” を含む語句を用いた例文のコーパス検索結果を以下に示す。その後、“一点儿” 
“有点儿” “差点儿” がそれぞれ、どのような形式で出現したのかをみる。 
 
表 3: 19 作品に出現した “点儿” を含む語句の用例数 
書名 ファイル名 “有点儿” を含む語句 
遥かなる大地 34 chadui.txt 8 
棺を蓋いて 35 guaiguana.txt 0 
丹鳳眼 36 guaiguanb.txt 3 
胡同 37 guaiguanc.txt 6 
女の人について 38 gynr.txt 5 
応報 39 hgl.txt 17 
赤い高梁 40 hgl.txt 1 
輝ける道 41 jgdd.txt 45 
家 42 jia.txt 13 
彷徨 44 pnghuag.txt 3 
青春の歌 45 pczg.txt 39 
棋王 46 qigchng.txt 2 
傾城の恋 47 qiwang.txt 0 
北京女医 48 rdzn.txt 5 
霜葉紅似二月花 49 syhsryh.txt 23 
天雲山伝記 50 tyshcq.txt 8 
小鮑荘 51 xiangzi.txt 14 
駱駝祥子 52 xiangzi.txt 12 
鐘鼓楼 53 zgl.txt 22 
合計  226 
 
 19 作品に出現した “点儿” を含む語句は、合計 226 例あった。うち、全く出現しなか
ったのは 2 作品 (「棺を蓋いて」，「傾城の恋」) である。このような用例数の違いは、個々
の小説の内容が関係していると考えられる。“点儿” は、口語的な形式であるので、小説
など会話の多い書籍で頻出した。 
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表 4: 19 作品に出現した “点儿” を含む語句の出現形式・用例数・割合 
語句 共起する为な品詞 出現形式 用例数 割合 
一点儿 
動詞との共起 
他動詞 ＋ ～ 16 7.1 
状態動詞 ＋ ～ 10 4.4 
多/ 尐/ 早/ 晚 ＋ ～ 4 1.8 
形容詞との共起 
形容詞 ＋ ～ 4 1.8 
形容詞 ＋ ～ ＋ 了 4 1.8 
形容詞 ＋ 了 ＋ ～ 4 1.8 
形容詞 ＋ ～ ＋ 的 8 3.5 
形容詞 ＋ ～ ＋ 形容詞 4 1.8 
動詞と形容詞 
との共起 
形容詞 ＋ ～ ＋動詞 14 6.2 
動詞 ＋ 形容詞 ＋ ～ 16 7.1 
有点儿 
～ ＋ 性質形容詞 44 19.5 
～ ＋ 状態形容詞 28 12.4 
～ ＋ 動詞 ＋ 形容詞 ＋了  19 8.4 
～ ＋ 願望の助動詞 ＋ 動詞 27 11.9 
差点儿 
～ ＋ 動詞  16 7.1 
～ ＋ 形容詞 8 3.5 
合計 226 100 
 
 この表から明らかになることは、“有点儿” の用例数が他のそれに比べ多いということ
である。以下、特に頻出した “有点儿” の例文を示す。 
 
“有点儿”＋ 性質形容詞 
  
汉语发音       有点儿  难。 
Chinese pronounce        difficult.形 
 (中国語の発音は少し難しい。) -44 pnghuag.txt 734 
 
“有点儿”＋ 状態形容詞 
“有点儿” の後ろは、一般に状態動詞しか後続しないとされている。状態動詞とは、心
理状態の動詞と生理状態の動詞をさす。 
以下、心理動詞と生理動詞の例をそれぞれ示す (唐先容・加藤久雄 (2003)) 。 
 
生理動詞 ： 困 (こまる)、病 (やむ)、饿 (おなかがすく)、醉 (酔う) など 
心理動詞 ： 想 (思う/ (～がなくて) 寂しく思う)、怀疑 (疑う)、了解 (分かる)、
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关心 (関心を持つ)、同情 (同情する)、爱 (愛する)、恨 (うらむ)、喜
欢 (好む)、讨厌 (嫌う)、希望 (きぼうする)、重视 (重視する)、懂 (理
解する)、明白 (理解する) など 
  
“有点儿” は心理動詞の前におかれ、程度が低いことを示す。 
  
我 有点儿   想    家。 
I           miss.動   home 
 (私は少し家が恋しい。) -42 jia.txt 85 
   
“有点儿”＋ 願望を表す助動詞 ＋ 動詞 
“有点儿” は願望を表す助動詞 “想 (～ したいと思う)” または “愿、愿意 (喜んで～す
る)” の前におかれる (“要 (～したい)” の前にはおけない) 。この場合、願望の度合いが
低いことを表す。 
  
我 有点儿   想    去游泳，        你  去  吗？ 
I           want to  go swimming.動  you  go.動  疑問 
 (私はなんだか泳ぎに行きたいんだけど、君も行く？) -51 xbz.txt 38 
 
2.3.1. “点儿”とアスペクト (“了”“过”“着”) との相関関係 
2.3.1.1. “点儿”と“了” 
“(一) 点儿” “有点儿” “差点儿” を用いる句では、“了” を使用している。 
  
Ⅰ)  “(一) 点儿” と “了” 
我  买   了  点儿    水果。 
I   buy.動  完了       fruit 
 (私は少しフルーツを買った。) -37 guiaguanc.txt 152 
Ⅱ)  “有点儿” と“了” 
有点儿   累       了。 
tired.形   完了 
 (少し疲れた。) -42 jia.txt 389 
Ⅲ)  “差点儿” と “了” 
 A : 差点儿   忘    了   带    作业本。 
forget.動 完了 bring.動 homework.名 
 (もう少しで宿題を忘れるところだった。) -39 hdbrx.txt 24 
B : 差点儿    死     了。 
 die.動  完了 
 (もう少しで死ぬところだった。) -41 jgdd.txt 23 
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 “(一) 点儿” の例文では、完了の “了” と共に用いられた場合に程度量を示す例文が確認
された。また、名量詞・形量詞のどちらも示すことができるとわかった。“有点儿” に関し
ては、消極的な内容に用いられていると考えられる。話者の意志・願望・期待とはずれた
結果が生じたことを表している。これに関しては、先行研究の多くが指摘している「“有点
儿” は、話者の意図に反して発生した状況に対して用いられる」という説明が確認できた
といえる。“差点儿” に関しては、肯定の場合に “了” と共起することで、より肯定の意味
が強まることが確認できた。 
 
2.3.1.2. “点儿”と“过” 
“一点儿” は一般に肯定の句で用いられ、否定の句においては、“一点儿也没有” の形で
用いられる。 
 
我   以前  学      过    一点儿 英语。 
I     before  learn.動  経験          English 
 (私は以前少し英語を勉強したことがある。) -41 jgdd.txt 75 
 
我  一点也没   学    过   英语。 
I   否定      learn.動 経験 English 
 (私は少しも英語を勉強したことがない。)  
 
 経験を示す “过” とともに用いられることで、経験した動作量が “一点儿” を用いて
示されている。この例文からは、「英語を勉強したことはあるが尐しである。」と示され
ていることから、経験はあるが、実際の英語の習得状況や成果までは示されていない。 
 
2.3.1.3. “点儿”と“着” 
“着” は動作の継続を示し、進行の意味を表すこともできる。しかし、“点儿” の句中で
は進行の意味を示すことはできず、結果の継続を表す。 
 
2.3.2. “点儿”と特殊な句との関係 
 今回の調査において用例を収集するなかで、特徴的な語句との共起の例が一定以上見
出された。ここで扱うものは、兼語句、受動句、“把” 構文、命令文・願望文である。本
節では、こうした特殊な句における “点儿” “有点儿” “差点儿” のふるまいを観察する。
その際、否定文・疑問文・命令文などの句における現れ方や語法などに注目する。 
 
2.3.2.1. 兼語句 
 兼語句とは、名詞が動作为を表すタイプの、動詞あるいは動詞性構造が連続した句で
ある。特徴は、動詞の後の名詞が目的語であり、同時に後に出てくる動詞にとっては为
語であるというように、二重の役割を備えているところにある (朱德熙 (1981: 217)) 。 
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 ① “一点儿” は、兼語句中において命令文・肯定句で用いられることが多く (13
例中 13 例)、否定句中では用いられない。 
 ② “有点儿” は、兼語句中において、“叫” や “让” の前で句を修飾し、また、兼語成
分の後に兼語成分の心理状態や生理状態を修飾している例が多くみられた (11 例
中 10 例)。“有点儿” も兼語句の否定句では用いることはできない。 
 ③ “差点儿” は兼語中において、常に “叫” や “让” の前で句を修飾し、兼語成分の後
に置かれることは極めて尐ない (8 例中 1 例)。また、“一点儿” “有点儿” とは異な
り、“差点儿” は兼語句の否定句において用いることができる。 
 
2.3.2.2. 受動句 
 ① “(一) 点儿” を伴う受動句は多く肯定文で用いられ、否定句や疑問句で用いるこ
とはできない。完全否定の “一点儿也不 (没)” は受動句で現れる。 
② “有点儿” を伴う受動句では、肯定句あるいは疑問句が一般的である。否定句では
用いられない。 
③ “差点儿” を伴う受動句には特に制限はなく、肯定句・否定句・疑問句のすべてに
おいて用いることができる。 
 
2.3.2.3. “把”構文 
① “一点儿” を伴う “把” 構文は肯定句であり、否定句や疑問句では用いられない。 
② “有点儿” を伴う “把” 構文も一般には肯定句において用いられ、否定句や疑問
句では用いられない。“有点儿” は “把” の前後どちらにもおくことができる。 
③ “差点儿” を伴う “把” 構文は、肯定句・否定句のどちらにも用いられ、肯定句
中の “差点儿” は “把” の前後どちらにもおくことができるが、否定句中では、“差
点儿” は “把” の後ろにしか置けない。 
 
2.3.2.4. 命令文・願望文 
 “有点儿” と “差点儿” は命令文中で用いることができない。“(一) 点儿” は命令文
において、“動詞＋(一) 点儿！” で示される。動詞の前に “多” “尐” や副詞の “再” に
後続する形であれば使用できる。その他の動詞＋“点儿” の後に再び述語が現れるとき、
命令句は用いることができる。 
形容詞と動詞との共起に関しては、思考・判断・身体部位の動作・身体部位の動作の
状態の意味を有するものが多く共起するとわかった。“有点儿” と性質形容詞の共起に関
しては、比較・対照の判断として多く用いられていた。また、状態形容詞は具体的な状
況描写に用いられ、文を成立させるためにも命題に対する話し手の認定の気持ちを表す
部分が必要、という考えに関しては、同一文中での共起がなくとも、前後の文脈にその
内容と判断できる文があった。「願望・意思」「判断・評価」を示す場合、高い程度を示
すとしていたが、今回の調査では、必ずしも高い程度を示すとは結論付けられないと考
えた。高い程度を表す例文も確認できたが、多くが相手の依頼や意見に対して賛同でき
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ない場合、語調を弱めるものとして使用されていると考えられるためである。 
 
表 5: “(一) 点儿” “有点儿” “差点儿” の文中における形式と意味のまとめ 
表現 形式 意味 
一点儿 形容詞の後  後続する名詞の数量が尐ないことを示す。 
有点儿 
形容詞の前 形容詞の性質や状態が良くないことを示す 
 (不本意・不満足・好きではない事柄に使用)。 動詞の前 
状態動詞の前  程度差を示す (不本意等の意味はもたない)。 
差点儿 
動詞の前 
※命令文では用いない 
 肯定文の形で否定の意味を示す。 
 
3. おわりに 
 卒業論文では、“点儿” が出現する句の形態や句中での語彙の相関関係を分析するにと
どまった。“点儿” と動態助詞の関係性や “点儿” の下位分類と語彙特徴の分析など、本
稿でとりあげた形式以外にも、実際に使用されている形を検証したい。また、語用論的
な “婉曲” や “語調のやわらげ” を示すような形式に関しても、詳しく分析を進め、体系
的な分析を行っていくことが課題である。 
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